
北摂の里山地域一帯をフィールドに、里山管理、生物多様性、環境、歴史・文化などを学べる市民大学講座です。

受講生募集！
・開講期間 令和5年５月～令和6年2月　・募集締切 令和5年5月8日（月）

●全９回　●土曜日開催　●受講料：18,000円　定員：30名

※本大学は学校教育法に定める大学ではありません。

写真は第１１期の講座より

作業の安全講習（川西市・しゃらりんの森）

クヌギもやかき体験（川西市・黒川）

湿原の生態観察（宝塚市・丸山湿原群）

池の水を抜いて日本列島（野鳥の島）へ
（伊丹市・昆陽池公園）

里山と生物多様性

第12期生

多彩なフィールド訪問（川西市・妙見山）

植生調査実習（三田市・有馬富士公園）

植生管理実習（三田市・有馬富士公園）



趣旨・目的

開催期間

募集要項

令和5年5月20日（土）～令和6年2月3日（土）

開催回数 全9回

受 講 料 18,000円
　一括前納（納入後の返還はできません）

開催場所 北摂の里山、里山公園施設など

募集人員 30名程度　
　受付締切：令和5年5月8日（月）
　　※申し込み多数の場合は早期に締め切ることがあります。

受講対象者 里山に関心を持ち、フィールド実習に参加可能な18歳以上の
健康な方で、以下のいずれかにあてはまる方

①森林ボランティアや環境活動団体のメンバー
　として里山に関わる活動をされている方
②①の活動に参加しようと思われている方
③里山の再生や保全、利活用に興味のある方

申込方法

注意事項

裏面の「北摂里山大学受講申込書」に記入して、
郵送もしくはFAXにてお送りください。

都会近くに残された北摂の里山地域一帯をフィールドに里山の再生と管理、生物

多様性、環境、歴史・文化などを興味深く学ぶことができます。実習を中心とした

プログラムを通じて北摂里山の保全や地域の活性化のための活動に取り組む人

材を育成します。

●受講が確定した方に受講料の振込口座をご連絡します。受講料の納入をもって入学が確定となります。
●受講に関わる会場までの交通費、昼食代（基本的に弁当を持参）は自己負担となります。
●3回以上講座を欠席されると修了資格がなくなります。（補習制度があります）

里山研究の第一人者　服部 保 学長

里大生だけが立ち入りできる場所も

ウエルカムイベントも



令和5年度 カリキュラム（一部変更となる場合もあります・最新情報はホームページで）

講座内容 開催場所 講　　師開催日㈯

第
１
回

第
５
回

5月20日

10月7日

第
２
回

6月3日

三田市

有馬富士公園

川西市

黒川妙見

・植生調査実習

・植生調査法について

・植物同定実習

・植生管理実習

・開講式　ガイダンス

　北摂里山博物館構想と北摂里山大学

　里山林の基礎

　里山放置林管理

　日本一の里山、エドヒガン、ブナ林

・八幡神社の照葉樹林

・吉川の台場クヌギ

・大谷のクヌギ林

・妙見の森

・妙見山ブナ林

北摂里山大学
学長　服部　保

川西里山クラブ
 会長　辻本　哲

能勢妙見山ブナ守の会
副会長　信田　修次

兵庫県阪神北県民局

北摂里山大学
学長　服部　保

ひょうご環境創造協会
課長補佐　栃本　大介

北摂里山大学
学長　服部　保

大阪公立大学
准教授　上田　萌子

ひょうご環境創造協会
課長補佐　栃本　大介

緑の環境クラブ

第
４
回

8月5日

第
３
回

6月24日
川西市

水明台

・湿原の成り立ち、魅力

・湿原保全管理の必要性とその方法

・皿池湿原見学

兵庫県立大学
教授　　石田　弘明

兵庫県森林組合連合会
矢倉　資喜

三田市里山のまちづくり課

渓のサクラを守る会
 代表　西澤　孟治

NPO法人ひょうご森の倶楽部

三田市

人と自然の博物館

皿池湿原

・渓のサクラを守る会の活動について

・保全活動における安全管理

・作業安全実習

宝塚市

西公民館



知る 体験する 考える そして里山活動へ

学長：服部 保（県立南但馬自然学校学長） 　顧問：岩槻邦男（県立人と自然の博物館名誉館長）

第
８
回

11月25日

第
７
回

11月11日

川西市

今西宅炭窯

一庫公園

黒川・桜の森

・昆陽池公園における里山管理

　野鳥の島での取り組み

・里山における防災林整備

・伊丹市昆虫館の見学

・家業の菊炭づくりについて

・一庫公園における炭焼き文化の継承

・菊炭友の会活動地訪問

伊丹の自然を守り育てる会

伊丹市みどり自然課

県森林林業技術センター
森林活用部主席研究員兼部長

　　　　　　　　　　　山瀬　敬太郎

菊炭生産者
今西　学

ひとくら森のクラブ
代表　中野　邦光

菊炭友の会
代表　中川　　彰

伊丹市

昆陽池公園

スワンホール

伊丹市昆虫館

三田市

有馬富士公園

緑の環境クラブ
代表　北田 香菜子

北摂里山大学
学長　服部　保

大阪公立大学
准教授　上田　萌子

ひょうご環境創造協会
課長補佐　栃本　大介

第
６
回

10月21日

・緑の環境クラブの取り組みについて

・植生管理実習

　植生調査のまとめと分析

　植生管理実習

・植生調査、植生管理のまとめ

講座内容 開催場所 講　　師開催日㈯

第
９
回

2月3日 未　定

・北摂里山大学講義のまとめ

・修了式 北摂里山大学
学長　服部　保

新型コロナウイルス感染予防に関するお願い
北摂里山大学では感染予防対策を講じながら授業を進めていきます。
受講生の皆様にもご協力をお願いします。
詳しくは大学ホームページのガイドラインをご覧ください。　https://satodai.hitosato.com/



プログラムのご紹介 北摂里山の新たな魅力や関わり方を発見し、
より愛着を深めるプログラムをご用意しました。

上記カリキュラム以外にも活動団体が開催するフィールド実習を随時ご紹介します

北摂里山を楽しく学べるカリキュラム
里山管理だけでなく、生物多様性、自然環境、歴史・文化などを楽しく学びます。

活動のネットワークづくり
保全活動団体やボランティア団体との協働作業を通して交流が深まり、活動のネットワークが広がります。

豊富なフィールド活動
北摂里山をフィールドに、里山林整備、
植物観察、毎木調査などの実習を行います。

充実した講師陣
県立大学等の研究者や森林ボランティア、
保全活動団体などを講師として迎えます。

北摂里山博物館構想 里山管理

歴史・文化

団体との交流生物多様性

環境学習

ツーリズム

卒業後のサポート

●北摂里山は日本人のこころ
●「ひと、さと、ずっと」

●里山入門
●間伐、里山林整備
●保全体験実習　など

●「いのち」や「こころ」の学習
●自然との共生

●炭焼き、薪、柴刈りの里山文化
●万葉集の読み解き
●歴史・民俗学　など

●里山ハイキング・トレイル
●自然観察ウォーク　など

●里山の昆虫、植物、野鳥観察
●湿原が果たす役割　など

●活動地の訪問
●里山整備作業の協働

●活動団体とのマッチング
●OB会組織
●活動支援相談

県や市町の環境部門の協力体制 修了後のサポート（進路相談）修了者には記念品の贈呈も

大学ホームページ
https://satodai.hitosato.com/



北摂里山大学受講申込書

お名前

住　所

電　話

お申し込みの動機、きっかけなどをお書きください。

申し込みから入学まで

申 込先

所　属

「北摂里山大学」について、どこでお知りになりましたか？　当てはまるものに○をお付けください。（複数回答可能）

□ 活動団体から　　□ 知り合いから　　□ 駅や里山などのインフォメーションコーナー、ビジターセンターから

□ 市役所・県民局やNPOの窓口で 　　　□ ホームページを見て　□ 里山大学受講生から

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

メールアドレス

〒

ふりがな 生年月日 性別

年　　　月　　　日生 男　・　女

昭和　・　平成

1 会社員　2 公務員　3 教員　4 自営業　5 家事専業　6 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※環境活動団体に所属
　されている方は団体名を
　ご記入ください。

団体名称：

記入欄に漏れなくご記入のうえ、
下記の北摂里山大学事務局へ

郵送もしくはFAXにてお送りください。

ご入学いただける場合、
事務局より振込先を
お知らせいたします。

ご入金の確認の後、
事務局より受付票を
お送りいたします。

第１回の受講会場の受付にて
受付票と引換に受講証を

お渡しします。

※上記個人情報は北摂里山博物館からのお知らせに使用することがあります。

※FAXで送られる方は必ず到着確認の電話をお願いします。

の方は

の方は

私は、北摂里山大学募集要項に従い、受講を申し込みます。


